
第７回インフラメンテナンス大賞

コメント

問い合わせ先

本取組は、老朽化した厚生会館及び図書館をNearly

ZEB長寿命化改修し、再生整備を行ったものである。

「ナレッジ・コリドー」と命名したコモンスペースを増

築し、２棟間の移動の快適性を確保するとともに、２棟を

連結させ相乗的な機能強化を図り、キャンパスのイノベー

ション・コモンズ化（共創拠点化）を目指した。

また、仙台の気候に適した省エネ仕様を検討し、国内で

も例の少ない「改修によるNearly ZEB」を達成した。

動的空間の厚生会館と静的空間である図書館を「ナレッ

ジ・コリドー」で緩やかに繋ぎ、様々な活動を可能にする

学生・教職員等の多様な居場所を創出し、様々な対話・交

流を誘発する空間を構築した。

仙台の気候に適した省エネ仕様を検討し、外壁・屋根の

高断熱化、複層ガラス・二重サッシ、高効率空調設備及び

LED化等で徹底的な省エネ化を図り、低コストで「改修に

よるNearly ZEB」を実現した。

Nearly ZEB化により削減された光熱費の一部を維持管理

費に充当し、予防保全や適切な維持管理を着実に実行する。

文部科学省メンテナンス実施現場における工夫部門

団体概要

受賞者
社会的にカーボンニュートラル実現に向けた取組が求め

られる中で、改修事業でNearlyZEBを実現したこと、

NearlyZEB実現に向けた創エネ（太陽光発電）部分につい

て、駐輪場上部の活用など汎用性のある工夫が見られるこ

と、施設の長寿命化及びカーボンニュートラル実現の取組

は、共通的課題として他の大学施設等への波及効果が期待

できることが評価された。

１４

赤外線カメラにより外壁面の温度を測定
し、統計量である歪度(S)と尖度(K)を用い
て浮きの有無を分類

この度は、文部科学省部門の特別賞という名誉ある

賞を頂き、大変光栄に存じます。

今回の受賞を励みに、引き続きキャンパスのカーボン

ニュートラル、既存施設を活用した長寿命化及び共創拠

点化を進めるとともに、インフラメンテナンス分野の更

なる発展に取り組んでまいります。

東北大学施設部
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東北大学は、令和3年7月に「東北大学Green Goals

Initiative」を宣言し、地球環境と人類の持続可能な未

来のために、「グリーン社会の実現」に貢献する人材

の育成、研究開発、社会共創を進めるとともに、大学

キャンパスのカーボンニュートラル進めています。

文教施設等
分野

老朽化した大学施設のNearlyZEB長寿命化改修
による再生整備

（左：図書館、 中央：ナレッジ・コリドー、 右：厚生会館）

特別賞

（内観：ナレッジ・コリドー）
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